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概要
Abstract
During the period from March, 2003, through December, 2009, a generally weekly
program of jellyfish observations and sampling (16-27 times/month/6-7years, totally 273
times) was conducted at two stations on the Suma coast of Kobe city, Hyogo Prefecture, Japan
(34°38.5'N; 135°07.9'E). A total of 33 species in 30 genera of Cnidaria and Ctenophora was
recorded, and the temporal change in the occurrence of each species through the year is
presented in the form of a jellyfish calendar for this coast. Patterns of occurrence are
discussed with reference to the life history of each species.
はじめに
Introduction






2003 年 3 月より 2009 年 12 月まで、原則として毎週土曜日 13-15 時に、兵庫県神戸市
須磨ヨットハーバ （ー34°38.5'N; 135°07.9'E）において一定の２方法でクラゲ相を調査し
た（16-27 回/月/6-7 年、計 273 回）。大型クラゲ類については、全長 655 ｍ（図 1、調
査地点 A）を目視観察し、小型クラゲ類については、簡易プランクトンネット(口径 30
cm、側長 75 cm、ネット生地 315 μm)で全長 150 m（図１、調査地点 B）を水平曳き採
集した。調査地点は周囲を離岸堤や施設の岸壁に囲まれるが、水中には貫通口が有る為、
海水は潮汐変化により比較的良く換水される。岸壁直近の水深は全体的に５ｍ程で、観
察時に計測した水温は 8℃（2 月中旬）から 30℃（8 月下旬）まで変化した。
クラゲ類の月ごとの集計データは、個体の大きさ、成熟度、個体数などを考慮せず観









図 1. クラゲ相の調査地点（第五管区海上保安部に加筆）A: 大型クラゲ類の目視観察地
点。B: 小型クラゲ類のプランクトンネット水平曳きによる採集地点
Figure 1. Stations at which studies on the jellyfish fauna were made (added to The 5th Regional
Japan Coast Guard). A: Station at which occurrences of large jellyfish were recorded by eye.




する少なくとも 30 属 33 種が確認された（図版 1, 2; 西村 1992; 久保田ほか 2005; 久
保田・Gravili 2007）。月別の出現種数を比較すると、小型のヒドロクラゲ類も大型の
クラゲ類も 9 月に最も多種が出現しており、計 18 種が見られた。続く 10-11 月にも計




ゲ（1 月～4 月）、アカクラゲ（2 月～6 月）、ミズクラゲ（4 月～8 月）、ヒトモシク
ラゲ（7 月～12 月）、カラカサクラゲ（7 月～1 月）が挙げられる。これらは須磨ヨッ
トハーバー内、またはその直近で発生していると推察される。特にカミクラゲは、１月
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現し、チョウクラゲは毎年 2 月のみにコンスタントに出現した（図版 1, 2）。
なお、調査日時以外になるが、須磨海浜水族園職員により、少数種が少数個体である
が次のように目視記録されたので付記しておく（図版 1, 2 には示していない）。それら
は、?ムラサキクラゲ属の一種 ?Thysanosoma sp. （1 個体、2006 年 8 月出現）、イボク
ラゲ Cephea cephea （計 7 個体、2003 年と 2007 年の 9 月に出現）、カツオノエボシ
Physalia physalis （10 個体、2003 年 10 月出現）、ヨウラククラゲ Agalma okenii（1 個
体，2006 年 12 月出現）、ヒクラゲ Tamoya haplonema （計 4 個体、2007 年と 2009 年
の 12 月に出現）であった。これら 5 属５種を上述の定期採集とあわせると、調査地点
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Annual temporal change of hydromedusae at the Suma coast, Kobe city, Hyogo




Annual temporal change of large jellyfish (cubomedusae, scyphomedusae, comb
jellies) at the Suma coast, Kobe city, Hyogo Prefecture, Japan (years 2003-2009).
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